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  春が訪れ、牛たちを放牧する季節がやってきました。舎飼いから

放牧場への飼養環境の変化は、牛にとって大きなストレスになりま

す。そろそろ入牧の準備を始めましょう！！ 
 

 ＜放牧馴致の目的＞ 

  ①群飼・屋外の環境に慣らす 

②胃を生草に慣らす 
 

 ＜放牧馴致の流れ＞ 

 

  

 

 

  
 

 
 
 
 

 

 
 

 

馴致内容 

家畜衛生だより 

入牧準備を始めましょう！！ 

・配合飼料を徐々に減らし、粗飼料（乾草・  

生草）を給与する。 
・昼間は牛舎前など屋外に繋留する。 

・皮膚病等の治療を実施する。 

４週間前 

・削蹄を済ませる。 
・必要なワクチン接種を済ませる。 

・群単位で飼養し、集団放牧に慣れさせる。 

２週間前 

入 牧 

すべての馴致内容を行うことが理想ですが、単独でも効果は期待 

できます。可能なことから実施しましょう。 

途中入牧は牛のストレスが大きく、放牧効果が少なくなる傾向が 

あります。特に初放牧牛は一斉に入牧させましょう。 

放牧予定牛は入牧前にヨーネ病検査（１頭５７０円）が必要です。 
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